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平成 24 年第 2 回定例会

一 般 質 問

平成 24 年 8 月 15 日 No.

第 8回ひので夏まつり
（平井中学校グランド・7月 28日）

ぼく　スポーツ祭東京2013

マスコットキャラクターの ゆりーと！

踊りが終わってみんな ひと休み〜！！
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６月１日から１５日までの１５日間の会期で開催！
初日は、専決処分の承認・人事・条例一部改正・補正

予算・契約変更などの１４議案が審議された。
２日目・３日目には９人の議員による町政全般に関す

る２２項目の一般質問が行なわれ、最終日には、推薦に
よる農業委員会人事・契約締結の２議案、陳情１件が審
議された。

定例 会定例 会第2 回

平成24年

審  

議  

内  

容

最
終
日

【
契
約
締
結
】
全
て
可
決

　

・
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
第
四
分
団
車
輛
）

購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
（
契
約
金
額
１
千
８
９
５
万
２
５
０
０
円
）

　　

・
東
本
宿
町
営
住
宅
第
Ⅲ
期
建
設
工
事
（
共

同
住
宅
）
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
（
契
約
金
額
７
千
33
万
９
４
１
１
円
）

【
陳
情
の
審
議
】

・
24
陳
情
第
４
号
（
不
採
択
）

※　

24
陳
情
第
３
号
は
、
財
務
厚
生
常
任
委

員
会
が
継
続
審
査
と
決
し
、
本
会
議
で
は
、

結
果
の
で
て
い
な
い
陳
情
に
つ
い
て
は
、
審

議
が
で
き
な
い
た
め
、
次
回
定
例
会
ま
で
の

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

本
会
議
で
は
、
委
員
長
が
中
間
報
告
を

口
頭
で
行
っ
た
。

※　

ま
た
、
最
終
日
に
は
農
業
委
員
会
委
員
に

議
会
か
ら
３
人
を
推
薦
し
た
。

　

・　

宮　

田　
　
　

昇　
　

氏

　

・　

木
住
野　

佑　

治　
　

氏

　

・　

森　

田　

征　

四　
　

氏
（
議
員
）

平
成
24
年
９
月
１
日
か
ら

平
成
27
年
８
月
31
日
ま
で

初
日

【
人
事
】
同
意

　

・
教
育
委
員
会
委
員
に
、
濵
松 

裕
子 

氏
と
、

古
山 

𠮷
利 

氏
を
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
。任

期
は
、
平
成
24
年
６
月
10
日
か
ら
、

平
成
28
年
６
月
９
日
ま
で
。

【
専
決
処
分
】
全
て
承
認

　
（
条
例
改
正
）

　

・
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
町
税
賦

課
徴
収
条
例
・
都
市
計
画
税
条
例
・
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
。

　
（
補
正
予
算
）

　

・
平
成
23
年
度
の
一
般
・
特
別
会
計
の
補

正
予
算
。

【
条
例
の
改
正
】
全
て
可
決

　

・
赴
任
に
伴
う
宿
泊
料
を
定
め
る
た
め
、

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
。

　

・
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴
い
、
印

鑑
条
例
等
の
一
部
を
改
正
。

【
補
正
予
算
】
可
決

　

・
平
成
24
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

【
契
約
変
更
】
可
決

　

・
設
計
変
更
に
伴
い
減
額
が
生
じ
た
た
め

に
御
殿
橋
架
け
替
え
工
事
（
第
１
期
）
請

負
契
約
を
変
更
。

【
陳
情
】（
財
務
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
）

　

・（
24
陳
情
第
３
号
）「
子
ど
も
・
子
育
て

新
シ
ス
テ
ム
」
に
関
す
る
陳
情
書

　　

・（
24
陳
情
第
４
号
）
乳
幼
児
を
あ
ず
か
る

施
設
の
食
材
の
放
射
能
を
量
っ
て
く
だ
さ

る
よ
う
求
め
る
陳
情
書

※　

ま
た
、
初
日
は
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

及
び
同
補
充
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
委

員
及
び
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
た
。

　

・
委　

員　
　

森　

田　

廣　

治　
　

氏

　
　
　
　
　
　
　

宮　

田　

政　

幸　
　

氏

　
　
　
　
　
　
　

山　

﨑　
　
　

裕　
　

氏

　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐　

憲　

一　
　

氏

　

・
補
充
員　
　

濵　

中　

源　

一　
　

氏

　
　
　
　
　
　
　

嶋　

﨑　
　
　

明　
　

氏

　
　
　
　
　
　
　

廣　

江　

セ
ツ
子　
　

氏

　
　
　
　
　
　
　

山　

田　

み　

な　
　

氏

平
成
24
年
６
月
25
日
か
ら

平
成
28
年
６
月
24
日
ま
で

任　

期

任　

期
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番号 議　　案　　名 自 公 町 共 志 結　果

議案第 24 号～第 31 号は「専決処分の承認を求めることについて」

24 日の出町町税賦課徴収条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

25 日の出町都市計画税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

26 日の出町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

27 平成 23 年度日の出町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

28 平成 23 年度日の出町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ◯ ○ ○ 承 認

29 平成 23 年度日の出町下水道事業特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

30 平成 23 年度日の出町介護保険特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

31 平成 23 年度日の出町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

32 日の出町教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ 同 意

33 日の出町教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ 同 意

34 日の出町職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

35 日の出町印鑑条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

36 平成 24 年度日の出町下水道事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

37 御殿橋架け替え工事（第１期）請負契約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

38 消防ポンプ自動車（第四分団車輛）購入契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

39
東本宿町営住宅第Ⅲ期建設工事（共同住宅）請負契約の締結に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ 可 決

○…賛成　×…反対＜町長提出議案＞

議 案 と 結 果

 会　派　名 略号 所　属　議　員

自 民 蒼 政 ク ラ ブ 自
★ 濱田　敏郎・東　　　亨・神田　芳男・加藤　光德・星野　　茂

　 平野　隆史・濵中　映慈・小玉　正義・東　　玉喜・川脇　敏徳
10 人

公 明 党 公 ★ 大澤　言枝・嘉倉　　治 2 人

町 民 党 町 ★ 田村みさ子・青鹿　和男 2 人

日 本 共 産 党 共 ★ 折田眞知子 1 人

志 政 会 志 ★ 森田　征四 1 人

★印…会派代表者＜各会派の名称と所属議員＞

番　　号 陳　　情　　名 陳　情　者 審議結果

24 陳情第３号 「子ども・子育て新システム」に関する陳情書
　　　　　　　　　　　　　【財務厚生常任委員会へ付託】

新日本婦人の会
日の出支部
代表　森　山　幸　子

継続審査

24 陳情第４号 乳幼児をあずかる施設での食材の放射能を量ってくださるよう
求める陳情書　　　　　　【財務厚生常任委員会へ付託】

新日本婦人の会
日の出支部
代表　森　山　幸　子

不 採 択

＜陳情＞
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道路運送法のガイドラインの規
定で難しい

ぐるり〜ん日の出・誰でも乗れる
よう交渉を 田

た

村
むら

み
み

さ
さ

子
こ

答

9人の議員

質　

循
環
バ
ス
ぐ
る
り
～

ん
日
の
出
、
高
齢
者
外
出

支
援
バ
ス
、
ド
リ
ー
ム

カ
ー
各
事
業
に
は
道
路
運

送
法
上
の
規
定
が
あ
る

か
。

課
長　

循
環
バ
ス
は
道
路

運
送
法
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
よ
る
。他
の
規
定
は
な
い
。

質　

ユ
ー
ト
ピ
ア
号
で
は

百
円
で
町
外
の
方
も
乗
車

で
き
た
。
町
外
の
方
が
乗

れ
る
方
策
は
な
い
か
。

課
長　

料
金
を
取
る
場
合

は
乗
合
バ
ス
事
業
だ
が
、

今
回
は
無
料
を
選
択
し
た

こ
と
に
よ
り
一
般
貸
切
旅

客
運
送
事
業
と
な
り
「
町

民
等
」
の
制
限
が
は
い
っ

て
し
ま
う
。

質　

日
の
出
町
を
訪
ね
る

人
は
町
の
活
性
化
に
寄
与

す
る
人
だ
。
町
外
の
方
が

乗
れ
る
体
制
と
な
る
よ
う

バ
ス
会
社
と
交
渉
の
余
地

は
な
い
か
。
乗
客
が
わ
ず

か
で
バ
ス
が
走
る
の
は
イ

メ
ー
ジ
的
に
も
活
性
化
か

ら
遠
い
。

課
長　

規
定
で
難
し
い
。

質　

ド
リ
ー
ム
カ
ー
と
外

出
支
援
バ
ス
は
無
料
提
供

で
あ
り
道
路
運
送
法
上
の

規
定
は
な
い
が
、
安
全
運

転
の
た
め
に
始
業
時
の
点

呼
等
は
し
て
い
る
か
。

課
長　

ド
リ
ー
ム
カ
ー
で

は
把
握
し
て
い
な
い
。
外

出
支
援
バ
ス
は
出
発
時
の

点
呼
等
は
行
っ
て
い
な

い
。
事
業
者
と
今
後
調
整

す
る
。

他
の
質
問

・
介
護
保
険
制
度
の
現
状
と

今
後

・
災
害
時
被
災
者
支
援
シ
ス

テ
ム
の
導
入
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策定した人材育成基本方針

他
の
質
問

・
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ

い
て

震災時には被害を出さない対
応策を図りたい

首都圏直下型地震に備えた各学校
の安全対策は 嘉

か

倉
くら

　 治
おさむ

答

答 人
材
育
成
施
策
に
つ
い
て

小こ

玉だ
ま 

正ま
さ

義よ
し

基
本
方
針
を
定
め
能
力
開
発

を
図
る

質　

人
材
育
成
基
本
方
針

制
定
の
必
要
性
に
つ
い
て

町
長　

人
材
戦
略
の
根
幹

に
位
置
づ
け
新
時
代
に
対

応
す
る
人
材
、
自
治
体
経

営
を
推
進
す
る
職
員
を
育

成
す
る
た
め
の
指
針
と
し

て
制
定
し
た
。
人
事
制
度
、

研
修
制
度
、
職
場
づ
く
り

の
総
合
的
展
開
で
組
織
力

を
高
め
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

め
ざ
し
て
行
く
。

質　

人
材
育
成
の
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

課
長　

職
員
の
意
識
改
革

が
重
要
で
あ
り
、
目
標
管

理
制
度
を
定
着
さ
せ
て
い

く
。
職
員
が
自
分
の
役
割

を
認
識
し
課
題
を
設
定
し

て
解
決
に
努
力
し
て
い
く

制
度
で
あ
り
、
職
員
と
所

属
長
が
定
期
的
に
面
談
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
円
滑
化
を
図
り
、
問
題

解
決
能
力
を
向
上
さ
せ
て

い
く
。

質　

現
在
行
っ
て
い
る
研

修
内
容
と
効
果
に
つ
い
て
。

課
長　

新
人
職
員
の
研
修

に
つ
い
て
は
イ
オ
ン
モ
ー

ル
内
で
の
接
遇
体
験
、
町

内
で
の
福
祉
施
設
体
験
研

修
等
を
行
っ
て
い
る
。
日

常
業
務
と
は
違
っ
た
体
験

で
視
野
が
広
が
り
、
町
民

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。
新
制
度
に

つ
い
て
は
人
材
育
成
や
目

標
管
理
の
基
礎
的
研
修
を

今
年
度
７
回
計
画
す
る
予

定
。

他
の
質
問

・
活
力
あ
る
商
工
観
光
振
興

策
を
！

質　

各
小
・
中
学
校
で
の

防
災
訓
練
、
防
災
教
育
の

取
り
組
み
状
況
と
、
首
都

圏
直
下
型
地
震
を
想
定
し

た
場
合
の
ガ
ラ
ス
の
飛
散

や
壁
の
崩
落
防
止
策
が
急

務
と
考
え
る
が
。

教
育
長　

各
学
校
は
安
全

指
導
計
画
の
も
と
、
計
画

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
震
災
時
に
は
被

害
を
出
さ
な
い
と
い
う
前

提
で
調
査
点
検
、
対
応
策

を
図
り
た
い
。

質　

毎
年
実
施
し
て
い
る

通
学
路
の
危
険
個
所
点
検

の
改
善
状
況
・
進
捗
率
は
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
で

は
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

の
要
望
書
を
基
に
、
町
・

五
日
市
警
察
署
・
西
多
摩

建
設
事
務
所
に
働
き
か
け

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
予
算
と
の
関
係
で

直
ち
に
で
き
な
い
も
の
も

あ
る
が
、
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

質　

中
学
校
体
育
で
、
柔

道
の
取
り
組
み
状
況
は
。

教
育
長　

二
校
と
も
安
全

指
導
を
行
う
た
め
講
習
会

に
必
ず
参
加
さ
せ
て
い
る
。

さ
ら
に
五
日
市
警
察
署
に

講
師
協
力
の
内
諾
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

質　

震
災
時
、
保
護
者
へ

の
防
災
伝
言
メ
ー
ル
を
徹

底
す
る
べ
き
。

課
長　

検
討
し
て
い
く
。
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他
の
質
問

・
学
校
の
新
た
な
取
り
組
み

に
つ
い
て

・
町
長
室
開
放
事
業
に
つ
い

て

大震災に備えた対応を検討し
ていく

防災・減災対策強化について
大
おお

澤
さわ

 言
こと

枝
え

答

答 地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に

つ
い
て

星ほ
し

野の

　
茂し

げ
る

国
や
都
の
修
正
を
踏
ま
え
て

改
定
し
て
い
く

質　

町
の
新
た
な
防
災
計

画
が
ま
と
ま
る
時
期
は
。

町
長　

都
は
、
防
災
会
議

地
震
部
会
で
新
し
い
被
害

想
定
を
発
表
し
た
。
今
後

は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
９

月
ま
で
に
素
案
を
取
り
ま

と
め
る
予
定
。
町
は
国
の

中
央
防
災
計
画
や
都
の
地

域
防
災
計
画
な
ど
を
踏
ま

え
て
、
24
年
度
か
ら
25
年

度
に
か
け
て
改
定
し
て
い

く
。

質　

町
の
実
情
に
即
し
た

対
策
と
し
て
、
現
時
点
で

想
定
し
て
い
る
主
な
取
り

組
み
は
。

課
長　

ま
ず
、
食
糧
備
蓄

は
現
状
で
も
、
町
と
自
治

会
、
防
災
会
な
ど
で
計

２
万
１
０
０
０
食
分
、
想

定
非
難
者
数
の
２
日
分
の

確
保
が
で
き
て
い
る
。
ま

た
、
資
材
や
備
品
に
つ
い

て
も
、
土
の
う
袋
・
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
・
毛
布
・
カ
ー
ペ
ッ

ト
・
タ
オ
ル
な
ど
初
動
時

の
48
時
間
か
ら
72
時
間
に

は
、
ど
う
に
か
対
応
で
き

る
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
町
民
へ
の
情
報

手
段
と
し
て
は
、
従
来
の

防
災
無
線
と
防
災
メ
ー
ル

の
他
に
、
携
帯
電
話
会
社

の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
使
え

る
よ
う
に
し
た
。
今
後
は
、

国
や
都
の
修
正
を
踏
ま
え
、

町
の
防
災
計
画
を
改
定
し

て
、
防
災
対
策
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

他
の
質
問

・
町
民
へ
の
手
厚
い
サ
ー
ビ

ス
を
！

・
薬
物
の
乱
用
の
防
止
策
に

つ
い
て

質　

首
都
直
下
地
震
や
東

海
・
東
南
海
・
南
海
の
３

連
動
地
震
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
今
、
地
域
の

防
災
力
を
ど
う
高
め
る
か

が
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

橋
や
道
路
・
河
川
等
の
耐

用
年
数
が
経
過
す
る
な
ど
、

老
朽
化
に
よ
る
防
災
力
の

低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
町
内
の
現
状
は
。

　

さ
ら
に
電
線
類
の
地
中

化
、
電
気
・
ガ
ス
・
通
信

網
な
ど
を
ま
と
め
る
共
同

溝
化
は
二
次
災
害
を
防
ぐ

こ
と
に
な
る
。
町
の
見
解

は
。

町
長　

電
線
の
地
中
化
や

共
同
溝
化
に
つ
い
て
は
、

大
変
有
効
で
あ
る
が
巨
額

な
費
用
が
か
か
り
、
町
の

単
独
実
施
は
難
し
い
。

課
長　

橋
・
道
路
・
河
川

に
つ
い
て
は
「
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
」
を
作
成

し
着
手
し
た
。
計
画
的
に

改
修
・
改
良
等
、
随
時
維

持
補
修
を
実
施
し
、
今
後

は
大
地
震
に
備
え
た
対
応

を
検
討
し
て
い
く
。

質　

電
線
共
同
溝
化
は
、

国
が
積
極
的
に
進
め
て
い

る
。
国
の
補
助
金
も
あ
り
、

町
の
構
想
の
中
に
入
れ
て

い
く
時
代
で
は
。

町
長　

当
町
の
場
合
は
、

山
間
地
域
は
岩
盤
地
域
で

こ
の
事
業
は
相
当
の
難
工

事
が
予
想
さ
れ
る
。 平　井　橋

倉庫の備蓄食料など
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答 雨
水
対
策
に
つ
い
て

東ひ
が
し

　
玉た

ま

喜き

道
路
改
修
ま
で
の
臨
時
的
な

措
置
を
行
う

質　

本
宿
小
東
側
の
町
道

35
号
線
の
所
に
歩
道
が
設

置
さ
れ
て
な
い
個
所
が
見

受
け
ら
れ
、
梅
雨
・
台
風

シ
ー
ズ
ン
に
限
ら
ず
集
中

豪
雨
な
ど
の
降
雨
時
に

は
、
周
辺
低
地
の
住
宅
地

で
、
40
年
間
も
そ
の
都
度
、

大
変
不
便
を
強
い
ら
れ
て

い
る
。
早
期
対
策
を
。

町
長　

本
宿
小
学
校
か
ら

藤
谷
街
道
の
中
間
、
本
当

に
危
険
な
状
態
を
認
識
し

て
い
る
。
通
学
児
童
の
安

全
対
策
と
絡
め
て
、
路
盤

整
備
と
同
地
区
の
排
水
の

負
担
軽
減
を
考
え
た
分
散

処
理
を
考
え
て
い
る
。

質　

当
該
地
区
の
雨
水
・

防
災
対
策
を
行
う
上
で
、

ま
ず
平
井
川
の
河
川
改
修

が
大
事
と
思
わ
れ
る
が
、

改
修
の
現
状
と
見
通
し

は
。

町
長　

平
成
24
年
度
は
代

田
橋
の
下
流
35
メ
ー
ト
ル

の
護
岸
工
事
を
予
定
。

　

町
と
し
て
も
残
り
の
日

の
出
橋
か
ら
岩
井
橋
ま
で

の
区
間
に
つ
い
て
も
早
期

に
事
業
承
認
を
受
け
て
、

自
然
環
境
に
配
慮
し
た
河

川
改
修
整
備
を
都
に
要
望

し
て
い
く
。

他
の
質
問

・
放
射
性
物
質
の
測
定
に
つ

い
て

質　

プ
ラ
ム
ポ
ッ
ク
ス
ウ

イ
ル
ス
の
状
況
は
。

課
長　

平
成
22
年
２
月
に

町
内
の
全
域
が
防
除
区
域

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
感

染
樹
木
等
の
状
況
は
、
平

成
21
年
度
に
37
本
、
平
成

22
年
度
に
４
７
５
本
、
平

成
23
年
度
に
83
本
、
合
計

５
９
５
本
が
確
認
さ
れ
、

処
分
が
終
了
し
て
い
る
。

今
年
度
に
つ
い
て
は
、
５

月
に
検
査
が
実
施
さ
れ
、

感
染
な
ど
確
認
さ
れ
た
樹

木
に
つ
い
て
は
、
年
度
内

に
処
理
さ
れ
る
予
定
。

質　

害
獣
な
ど
に
よ
る
被

害
状
況
は
。

課
長　

平
成
23
年
度
の
被

害
は
大
久
野
地
区
の
み
の

発
生
で
、
19
件
。
鳥
獣
別

で
は
、
イ
ノ
シ
シ
14
件
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
１
件
、
カ
ラ

ス
４
件
を
確
認
し
て
い

る
。
本
年
も
４
件
の
イ
ノ

シ
シ
被
害
を
確
認
し
て
お

り
、
被
害
作
物
は
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
始
め
９
種
類
と

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

質　

今
後
の
農
作
物
被
害

の
対
策
は
。

課
長　

現
在
、
農
産
物
被

害
対
策
委
員
会
を
設
置
し

て
防
御
方
法
等
検
討
し
て

い
る
。
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ

被
害
が
増
加
し
て
お
り
、

箱
わ
な
の
購
入
を
検
討
し

て
お
り
、
今
後
も
関
係
機

関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

他
の
質
問

・
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ

い
て

今後も対策委員会等と協議・
検討していく

農産物被害について
平
ひら

野
の

 隆
たか

史
し

答

降雨時には排水の間に合わない道路
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有料化を撤回する考えはない

ごみの戸別収集・有料化に
ついて 折

おり

田
た

 眞
ま

知
ち

子
こ

答

他
の
質
問

・
日
本
一
お
年
寄
り
に
や
さ

し
い
町
づ
く
り
に
つ
い
て

・
災
害
廃
棄
物
受
け
入
れ
に

つ
い
て

質　

家
庭
ご
み
の
有
料
化

の
撤
回
を
求
め
る
。

課
長　

平
成
26
年
４
月
か

ら
本
格
実
施
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。
有
料
化
を
撤

回
す
る
考
え
は
な
い
。

質　

事
業
系
ご
み
の
適
正

な
負
担
を
求
め
る
。

課
長　

家
庭
系
と
区
別
し

て
適
切
な
料
金
を
上
乗
せ

す
る
。
有
料
指
定
袋
の
導

入
で
自
己
申
告
制
の
改
善

と
な
る
。

質　

新
た
な
指
定
袋
の
負

担
の
試
算
は
。

課
長　

町
民
が
ご
み
の
排

出
を
抑
制
す
る
意
識
を
持

つ
と
と
も
に
、
受
け
入
れ

や
す
い
料
金
を
検
討
中
。

質　

徹
底
し
た
資
源
化
を

最
優
先
課
題
と
す
る
よ
う

求
め
る
。

課
長　

容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
等
の
資
源
化
、
リ

サ
イ
ク
ル
、
運
搬
に
つ
い

て
は
組
織
市
町
村
と
、
ご

み
分
別
素
案
検
討
委
員
会

で
検
討
中
。

質　

ペ
ナ
ル
テ
ィ
で
は
な

く
、
ご
褒
美
で
減
量
の
意

識
改
革
を
。

副
町
長　

税
の
二
重
取
り

で
な
く
、
費
用
の
一
部
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
意
識
改
革
に
な
る
。

再
生
資
源
化
セ
ン
タ
ー
の

改
築
・
稼
動
に
合
わ
せ
る

方
針
で
あ
る
。

答 地
産
地
消
で
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を

青あ
お

鹿し
か 

和か
ず

男お

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
が
可

能
か
企
業
に
打
診

質　

町
は
、
谷
戸
沢
・
二

ツ
塚
処
分
場
に
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
（
大
規
模
太
陽
光
発

電
施
設
）を
整
備
し
、発
電
・

売
電
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
は
と
考
え
る
が
。

町
長　

質
問
の
主
旨
に
同

感
す
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
時
代
、
谷
戸
沢
処
分

場
地
内
の
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
何
と
か
利
用
で

き
な
い
の
か
、
公
共
施
設

に
電
気
を
供
給
す
る
こ
と

も
必
要
、
一
部
企
業
に
は

打
診
を
し
て
い
る
。

　

企
業
か
ら
は
、「
研
究
を

し
て
い
く
」
と
の
回
答
を

得
て
い
る
。

　

庁
内
で
の
意
思
決
定
を

し
て
い
る
段
階
で
は
な
い

が
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

吸
収
し
て
電
気
の
供
給
が

で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

　

跡
地
利
用
と
し
て
果
た

し
て
可
能
か
ど
う
か
、
埋

立
地
は
3
段
階
に
わ
か
れ

て
お
り
、
埋
め
立
を
し
た

段
々
の
中
央
の
と
こ
ろ
が

現
在
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
、
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
利
用
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
東
京
都
、
東

京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組

合
と
も
協
議
を
し
、
公
共

施
設
に
供
給
で
き
る
よ
う

な
こ
と
も
考
え
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

他
の
質
問

・
公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本
条
例

の
制
定
を
！

群馬県太田市のメガソーラー発電施設
（太陽光パネル）
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　会議録とは、議会の議案審議等で、質疑・答
弁・意見・討論などの経過を開会から閉会まで
詳しく記録した公文書です。
　知りたい情報を広く的確に調べることができ
ますので、積極的にご活用ください。

日の出町議会情報には「議会開催日程・内容・
議会だより」等も掲載しています。
※会議録は、本会議のみです。

アクセス方法

日の出町ホームページ
（www.town.hinode.tokyo.jp）

町　議　会

関連ページ：日の出町議会

会議録検索システム

本会議の会議録を
インターネット公開しています。

請願・陳情は！

９月定例会日程（予定）
8 月 28 日（火） 議会運営委員会 10：00 〜

9 月 3 日（月） 本会議（議案審議） 10：00 〜

4 日（火） 総務文教常任委員会 10：00 〜

財務厚生常任委員会 13：00 〜

都市建設常任委員会 15：00 〜

5 日（水） 休　会　日

6 日（木） 休　会　日

7 日（金） 休　会　日

8 日（土） 休　会　日

9 日（日） 休　会　日

10 日（月） 決算審査特別委員会 10：00 〜

11 日（火） 決算審査特別委員会（予備日）

12 日（水） 議会運営委員会 10：00 〜

13 日（木） 本会議（一般質問） 10：00 〜

14 日（金） 本会議（一般質問） 10：00 〜

15 日（土） 休　会　日

16 日（日） 休　会　日

17 日（月） 休　会　日

18 日（火） 本会議（議案審議） 10：00 〜

お 詫 び と 訂 正

　平成２４年５月１５日発行

の「議会だより１６２号」に

誤りがありましたので、お詫

びを申し上げ、訂正させてい

ただきます。

◎　５ページ上段右側の

　「歳出（主な施策）の主な

もの」のところ

　　町立小学校空調整備経費

　　の金額

　・　正　　　1860 万円

　　　誤　1億 5698 万円

（※誤は、23 年度の事業経費）

◎　１３ページの一般質問

（折田議員）で最上段、質問・

答弁の右から４行目のところ

　・　正　　副町長

　　　誤　　参事

　９月の定例会では、８月２４日までに受理したもの
について審議します。それ以降の受付の場合は、次回
定例会で審議することになります。

①　請願書には必ず１人以上の紹介議員が必要ですが、
陳情書にはその必要がありません。

②　内容が２件以上に及ぶときは、１件ごとにまとめ
て提出してください。要旨・理由はできるだけ簡潔
明瞭にし、楷書で書いてください。

③　請願・陳情者は、住所・氏名・電話番号を必ず記
載し押印してください。連署者も同様です。

④　陳情・請願書は原則として、Ａ４版 ( 縦長 ) の用紙
に横書きで記入し提出してください。

⑤　道路などについては、案内図や略図を添えてくだ
さい。

⑥　郵送された陳情書は、要望書扱いとなりますので、
必ず陳情者が持参してください。（開庁時間にご来庁
願います）

⑦　その他、詳しいことは議会事務局にお問い合わせ
ください。

〔問い合わせ　電話（５９７）０５１１　内３６０〕

次の定例会は９月に開かれます
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川脇　敏徳　　東　　玉喜　　小玉　正義
濵中　映慈　　青鹿　和男　　折田眞知子
　　　　　　 （編集委員長）

議会事務局

猛
暑
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

議
会
で
は
「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
開
か
れ
た
議
会
・
わ
か
り
や
す
い
議
会

を
目
指
す
と
し
て
、
月
一
回
の
会
議
を
定
例
化
し
論
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
ま
で
に
七
回
の
協
議
を
重
ね
、
全
員
の
意
見
の
一
致
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
町
部
局
に
も
要

請
し
、
調
整
が
進
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
試
行
を
行
な
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

現
行
決
算
委
員
会
は
11
月
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
25
年
度
予
算
の
編
成
が
９
月

か
ら
11
月
頃
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
決
算
委
員
会
の
議
論
を
予
算
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
い

う
こ
と
で
、
９
月
議
会
の
会
期
中
に
行
な
わ
れ
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。

小
さ
な
一
歩
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
が
反
映
さ
れ
る
議
会
へ
と
改
革
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
委
員　

折　

田　

眞
知
子

再生紙を使用しています。

西多摩郡町村議会議員親睦会

　７月２７日、檜原村「都民の森」において、
西多摩郡町村議会議長会主催による各町村（瑞
穂町・日の出町・奥多摩町・檜原村）議会議員
が、森林セラピーの認定を受けたセラピーロー
ドの散策と主に地場産の木材を利用した木工教
室」が行われました。

セラピーロードで自生植物の説明を受ける

木　工　教　室
（ティッシュ箱または時計の作製）


